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株 主 通 信
第16期

平成28年4月1日～平成29年3月31日

　株主の皆様には平素より当社事業へのご理解とご

支援を賜り、まことにありがとうございます。今般、

2017年5月に代表取締役社長に就任した嶺村慶一と

申します。

　2015年12月にマザーズ上場を果たした直後の

2016年1月に当社に対する顧客情報に関連した恐喝

未遂事件が発生しました。そして上場後、初めて通期

で迎えた2017年3月期の業績は、恐喝未遂事件の影

響などにより大変厳しい結果となり、この業績悪化を

受けて引責辞任をした蛭間久季前社長から私がバト

ンを引き継ぎました。この大変厳しい状況の中で私に

課せられた使命は、早期の業績と信頼の回復であると

強く認識しております。

ごあいさつ

アークン PRマスコット
ナイト君

3927

東京証券取引所マザーズ

4月１日から3月31日まで

毎事業年度の末日の翌日から３ヶ月以内

3月31日

9月30日、 
3月31日

100株

三菱UFJ信託銀行株式会社 
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号 
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137-8081 
東京都江東区東砂7丁目10番11号 
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部　
電話：0120-232-711（フリーダイヤル）

三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

電子公告により行います。 
公告掲載URL： 
http://www.ahkun.jp/  
やむを得ない事由により電子公告ができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

該当事項はありません。

証 券 コ ー ド

上場証券取引所

事 業 年 度

定時株主総会

基 準 日

剰余金の配当の
基 準 日

1単元の株式数

株主名簿管理人

事務取扱場所

郵便物送付先
および電話照会先

取 次 所

公告掲載方法

株主に対する特典

株式会社アークン 
Ahkun Co. , Ltd.

2001年5月8日

〒101-0032 　
東京都千代田区岩本町1-10-5  
TMMビル5F 
TEL 03-5825-9340（代表） 
FAX 03-5820-4555

〒531-0071 
大阪市北区中津1-15-15  
中津第2リッチビル5Ｆ 
TEL 06-6374-0200

33名 

コンピュータセキュリティの 
コンサルティング 
コンピュータソフトウェアの開発、販売
コンピュータのユーザサポート 
ソフトメーカーの業務代行サービス

代表取締役社長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取締役（非常勤）

監 査 役
監査役（非常勤）
監査役（非常勤）

嶺 村
田部井
小 幡
神 長
浅 田

本 田
柴 田
桑 澤

慶 一
浩 二
成 徳
　 治
千 秋

謙 二
裕 之
克 実

商 号

会 社 設 立

東 京 本 社

大阪オフィス

従 業 員 数

役 員

事 業 内 容

：

：

：

：

：

：

：

会社概要 （2017年3月31日現在） 株主メモ （2017年3月31日現在）
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　2017年3月期は、大手通

信機器販売業者における当

社製品の取扱停止及びその

期間における失注に加え、主

力製品（Ex-Antimalware）

の新規開発の遅れや製品の

総合ソリューション化計画の

遅れなどにより、当期の売上高は前期比37.8%減少

の6億9百万円となりました。売上高の大幅な減少に

より、営業損益は、前期の営業利益1億29百万円に対

して当期は1億10百万円の営業損失となりました。ま

た、2016年12月にパワードプロセスコンサルティン

グ株式会社との間に締結した資本・業務提携に関連し

て、当社が引き受けた同社社債の減損処理など、投資

有価証券評価損を2億4百万円計上したほか、固定資

産についても減損損失33百万円を計上し、こうした

特別損失の影響も加わったことで、最終損益は前期の

当期純利益71百万円に対し、3億57百万円の当期純

損失を計上することとなりました。

　今般、上場後間もない期間での業績の悪化で、株主

の皆様にはご心配をおかけしておりますことを、大変

心苦しく思っております。

　私はアークンに入社してから今日まで、あることを

ずっと信条にビジネスを続けてまいりました。それは

「顧客（エンドユーザー）と販売代理店の両方のメリッ

トを最大限に満たす製品・サービスを創造して提供す

ること」であります。また、「トラブルこそ最大のチャン

スであり、それを最優先で対応する」というのが私の

営業最高責任者としての哲学でした。

　これからは経営最高責任者という立場で、己の哲学

を全役職員と共有し、「全員で製品を開発し、全員で営

業をする会社」を社是として、組織の改革を力強く進

め、早期の業績回復につなげていきたいと思います。

　新しい経営体制の下、これまで以上に気を引き締め

て尽力してまいる所存ですので、株主の皆様におかれ

ましては、引き続きご理解とご支援を賜りますよう、心よ

りお願い申し上げます。

2017年6月23日  代表取締役社長  嶺村 慶一

（2017年6月23日現在）
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▲Webデータベースセキュリティ製品 ▲UTM製品

単位：千円
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305,419
304,249
414,962

△110,712
526

2,231
△112,417
204,163
33,853

△350,435

7,250
△357,685
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■貸借対照表

■損益計算書
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　投資その他の資産合計
固定資産合計
資産合計
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333,014
564,950

△71,117
371,590
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39.7%
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平成29年3月31日現在

▲オールインワンセ キュリティサーバ製品

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益又は営業損失（△）
　　営業外収益合計
　　営業外費用合計
経常利益又は経常損失（△）
　　投資有価証券評価損
　　減損損失
税引前当期純利益
又は税引前当期純損失（△）
法人税等合計
当期純利益又は当期純損失（△）
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を全役職員と共有し、「全員で製品を開発し、全員で営

業をする会社」を社是として、組織の改革を力強く進

め、早期の業績回復につなげていきたいと思います。

　新しい経営体制の下、これまで以上に気を引き締め

て尽力してまいる所存ですので、株主の皆様におかれ

ましては、引き続きご理解とご支援を賜りますよう、心よ

りお願い申し上げます。

2017年6月23日  代表取締役社長  嶺村 慶一

▲Webデータベースセキュリティ製品 ▲UTM製品

単位：千円

609,669
305,419
304,249
414,962

△110,712
526

2,231
△112,417
204,163
33,853

△350,435

7,250
△357,685

当事業年度
自 平成28年4月1日　至 平成29年3月31日単位：千円

■貸借対照表

■損益計算書

【資産の部】
流動資産合計
　投資その他の資産合計
固定資産合計
資産合計
【負債の部】
　前受金
流動負債合計
　長期前受金
固定負債合計
負債合計
【純資産の部】
　利益剰余金合計
純資産合計
負債純資産合計

自己資本比率(%)

889,464
47,076
47,076
936,540

122,743
231,935
265,239
333,014
564,950

△71,117
371,590
936,540

39.7%

当事業年度
平成29年3月31日現在

▲オールインワンセ キュリティサーバ製品

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益又は営業損失（△）
　　営業外収益合計
　　営業外費用合計
経常利益又は経常損失（△）
　　投資有価証券評価損
　　減損損失
税引前当期純利益
又は税引前当期純損失（△）
法人税等合計
当期純利益又は当期純損失（△）


